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A Physical Fitness Measurement for the Freshmen of
Tokyo University of Fisheries in 1999
Sonoe Muramatsu*1, Takeshi Akita*1, Makiko Hayashi*2, Kouichi Chiashi*2,
Daisuke Takei*2, Asako Natsume*2 and Keiko Amano*3
    The physical fitness on 291 freshmen (M:144, F:147) of Tokyo University of Fisheries
has been measured in July, 1999. The details of their physical activities, breakfast intake,
sleeping hours, TV watching hours and extracurricular activities were also reviewed.
Additionally Osteo Sono-Assessment Index was measured.
    Their muscular power was superior but their muscular strength was inferior to an average
of university freshmen in Japan. Their BMI (kg/m2) distributed low, overweight students
were very few. The freshmen took athletic exercise with higher frequency than those in
Japan. Less than half of males, but most of females had breakfast everyday. Most of the
freshmen got 6 - 8 hours sleep a day. About half of male and female students belonged to an
athletic club. The female students who took exercise 3 times or more a week showed high
point in their muscular endurance and in their agility. In female students who took the
exercise 2 hours or more a day showed high point in their muscular strength and in their
agility. And the freshmen who belonged an athletic club showed high score in their
muscular endurance. Their bone density (Osteo Sono-Assessment Index) was lower than the
standard value of this age.   
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*3 Health Administration Center（保健管理センター） ． 
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骨密度調査を行った。文部省は全国 47 都道府県の小学校、中学校、高校 （無作為抽出） 、








本学新入生全員を対象として行った。記入漏れを除いた分析対象は男子 144 名、女子 147
名、合計 291名であった （表 1） 。
「体格」の測定項目は①身長、②体重および③皮下脂肪厚の 3 項目であり、身長と体重
から体格指数 BMI （Body Mass Index；体重 / 身長 2 （kg/m2） ） を算出した。身長の計測には




づき①握力 （筋力） 、②上体起こし （筋持久力） 、③長座体前屈 （柔軟性） 、④反復横とび






Chap01.fm  2 ページ  ２００１年４月２０日　金曜日　午前９時２４分
1999年度東京水産大学新入生の体格と体力
－ 3－
「生活習慣」の調査項目も今年度より改定され 1） 、以下の 6項目になった。
①運動・スポーツの実施状況 （a.週 3回以上，b.週 1~2回，c.月 1~3回，d.しない）
② 1日の運動・スポーツ時間 （a. 2時間以上，b. 1~2時間，c. 30分 ~1時間，d. 30分未
　満）
③朝食摂取の有無 （a.毎日食べる，b.時々ぬく，c.食べない）
④ 1日の睡眠時間 （a. 8時間以上，b. 6~8時間，c. 6時間未満）
⑤ 1日のテレビ視聴時間 （a. 3時間以上，b. 2~3時間，c. 1~2時間，d. 1時間未満）
⑥運動部・スポーツクラブ所属 （a.所属している，b.所属していない）
「骨密度」調査は、AOS-100 （アロカ社製） を用いて右足踵骨を透過する超音波の音速
（SOS） とその透過指標 （TI） より音響的骨評価値 （OSI） を算出し （OSI=TI × SOS2） ） 、骨密
度の指標とした。通常の生活では骨密度の変化は短期間には見られないため、体格・体力
の測定より 2ヶ月前 （5 月） の保健衛生論の授業時に保健管理センター内で行われた計測の
値を用いた。
得られた体格・体力の測定結果は性別および年齢別に全国値 2） と比較し （t 検定） 、また
学科別や生活習慣別にも比較した （一元分散分析；Scheffe 法検定） 。体格指数の BMI は全
国値が示されていないため、便宜的に身長・体重の全国値より算出した。なお、解析には

















女子の体格 （表 3） をみると、身長、体重ともに全国値との差はみられず、本学女子は平
均的な体格であるといえる。体力面では握力と立ち幅とびに差がみられた。すなわち、握
力では 18歳、19歳および 20歳以上のいずれの年齢群でも本学の値が低く、逆に立ち幅と
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表 4は全国国立大学学部学生の調査結果 3） の BMIによる肥満判定を基準として、本学新
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（2）学科別比較
表 5と 6は新入生の体格・体力を海洋環境 （以下環境） 、海洋生産 （以下海洋） 、資源育成















の頻度で運動している割合は、男子では海洋 （86.4%） が最も多く、次いで管理 （73.6%） 、
食品 （70.6%） 、育成 （70.2%） の順であり、環境 （56.2%） が最も低かった。環境を除くいず
れの学科も全国の数値 （56.3%） よりは高かった。
一方女子の一週間に一回以上の頻度で運動をしている割合をみると、育成 （83.3%） が最
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男女を全学でみると男子では 74.0%、女子でも 69.5% が週一回以上の運動をしており、
本学の新入生はよく運動をしているといえる。
（2）1日の運動・スポーツ実施時間
表 8には 1日の運動時間を学科別に示した。男子では全学でみると 1時間～ 2時間未満
が最も多く、40.9％であった。環境学科は 2 時間以上とするものが 33.3% と他の学科より
も多かったが、30 分未満も 38.1% と最も多く運動時間が長いものと短いものの差が大き





時間～ 2時間未満は環境で65.0%と半数以上を占めたが他の学科では 2～ 3割に止まった。
海洋および食品では 30 分未満が半数以上を占めた （50.0%、51.7%） 。本学女子と全国とを
比較すると、本学は 30分未満の割合は全国より少なく、1時間～ 2時間未満、および 30分
～ 1 時間未満がやや多いことから、全国の大学女子に比べて運動時間は長いと言える。こ

















表 10は 1日の睡眠時間を示す。本学も全国も 8時間以上の睡眠をとっているものは極め
て少ない。男子は全国の状況と同様の傾向を示し、大半の学生が 6 ～ 8 時間の睡眠をとっ
ている。6 時間未満の回答が最も多かったのは食品で 41.2% であった。女子では 6 ～ 8 時
間が最も多かったが （56.3%） 、6時間未満も 40.3%と多かった。全国と比べると 6～ 8時間
がやや少なく、6時間未満が多かった。
（5）テレビ視聴時間
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男子においては、筋持久力を示す上体起こしの 1 項目にのみ差がみられた。週 3 回以上
運動する群と運動しない群の間に差がみられ、運動頻度の高い群の筋持久力が高かった。
女子においては、体重、BMI、上体起こしおよび反復横とびの 4 項目で運動頻度による
差がみられた。体重および BMIの項目ではともに週 3回以上運動する群が週 1～ 2回運動
する群よりも値が高いことがわかった。上体起こしであらわされる筋持久力は週 3 回のグ
ループが週 1～ 2回、月 1～ 3回および運動しない群の 3群よりも優れ、反復横とびであ









表 15と 16は 1日の運動時間別にみた新入生の体格・体力を示す。
男子においては体格、体力のいずれの項目でも実施時間別には差は認められなかった。
女子においては握力と反復横とびの 2 項目で差が認められた。すなわち、筋力を代表する
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（3）運動部・スポーツクラブ所属の有無別体格・体力
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を決定する因子は遺伝的因子、性、年齢、栄養的因子、運動等の物理的因子および疾病や
薬物摂取など多様 10） である。骨密度の生涯を通しての増減は生後次第に増加し、20 ～ 30
歳の間にピークを迎え、その後は減少の一途をたどる11） 。本学の新入生の骨評価がなぜ低
いかについては今回の結果からは不明であるが、とくに骨評価が低い学生に対しては最大









べてやや高く、男女共に 7割近くが週 1 ～ 2回以上の運動をしている。運動時間について
は全国と比べて男女共に長く、男子では 6 割近くが、女子では 4割以上が 1時間以上運動
している。朝食摂取については女子は 7 割以上が毎日食べているが、男子では毎日食べる
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1999年度入学の本学新入生 291名（男子 144名、女子 147名）の体格・体力および日常
生活習慣について調査した。新入生の体力は男女共に筋パワーをあらわす立ち幅とびに優
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